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昭和32 年 4 月 3 日付研総発第48 号「薬物による犯罪情




状況J を資料として 1986 年から 196 年までの10 年間
(198 年は除く ）の中毒事故の発生状況について検討を
加えた。
(1) 10 年間の全国の報告件数は32,69 件であり， 1986 年
の4,25 件以後急速に減少し， 190 年には2,754 件にま
で減少した D しかしながら， 196 年には3,195 件と増
加の傾向を示している。













(4） 本県においては 農薬中毒が58% と最も多く，その
内でもやはり「パラコート及びジクワ ットJ が57.4%
で最多である。次いで「揮発性毒物j が34.2% を占め，












































GC MS （直接導入） , IR 
















平成10 年 7 月25 日に和歌山市において毒入りカレー事













































































































位（ 1 ～ 5 位）に位置している。当科においても HCC
症例は増加しており 195 年以降は年間30 人以上の新規
入院患者があり，再発治療例を含めると年間延べ約150




ぼ全例に門脈造影下 CT (CTAP ）と肝動脈 CT (CTA) 
を施行し，腫蕩の存在診断と治療法の選択を行っている。
HCC に対する IVR を用いた治療には，肝動脈塞栓術
(TAE ），経皮的エタノール局注療法（PEI) ，抗癌剤動
注療法があるが， CTA で腫蕩濃染像を認めない HCC
や， CTA の陰影欠損の中に vascular spot を持った
































移植術（BMT ）と， 15 年前に開発された末梢血 （幹）
細胞移植術 （PBSCT ），および10 年まえから始められた




























ある。本邦では CBCT 施行時の輸注細胞数として 2-














腫細胞に特異的に高発現している HMl.24 抗原 （29-3
kD の糖蛋白 homdimer ）に対するモノクローナル抗体







RPMI826- SCID のモデルでは コントロール抗体
投与群が移植後平均2 日で腫蕩を形成し，次第に増大し，
平均93 日で10, 0μ1 に達し， cahexia 状態で死亡した
のに対し，腫蕩形成の2 日以後 anti-HMl. 24 をlOμg/
マウス／週 1回投与した群は，腫蕩サイズの増大が遅れ，
平均160 日まで生存し anti-HMl. 24 同量を週 2 回投与
すると，増大し始めていた腫癌は35 日頃より縮小し，全
マウスが死亡しなかった。ARH -7 - SCID のモデルで









題になる RAMA (human anti-mouse lg antibody ）の
発生を避けるためマウス抗体のヒト型化を CDR
grafting method によりすでに完成しており，骨髄腫患
者の末梢血単核細胞を用いたヒト型化 anti-HMl. 24 の抗
骨髄腫細胞 ADCC 活性は CD16 ＋細胞比率と相関して
おり，その活性は健常人との聞に有意差がなく，少数の
ADCC 活性低下例でも IL- 2 IL-10 などのサイトカイ
ンの併用によって増強した。















あることが明らかになった。現在 IL- 2 同様にキラー
































気管支）の進行期肺癌の paliative treamnt と早期肺





ト留置（シリコン製： Dumon ステント， dynamic ステ
ントなど，金属製ステント expandbl metalic stent 
(EMS) : Gianturco Z stent, W alstent, Ultraflex metalic 
stent および膜張り EMS など）が行われる。治療後患
者は普段の生活に戻ることができ 外来にて経過観察す
ることができる。中枢気道の壁内性の狭窄（悪性腫蕩10
例，良性疾患 4 例）に対して，経気管支鏡的に Nd:YAG
レーザーにて病巣を焼灼し，ポリポイドな腫蕩 （3例）
に対しては，スメアにて polyectm を施行した。こ
のうち 5例は Dumon ステントを， 1例は dynamic ス
テントを挿入し気道径を確保した。壁外性の狭窄（気管
支吻合術後の狭窄） ( 3例）に対しては，バルーンカテー
テルによる拡張術を施行し，うち l例には Ultraflex （金
属ステント）を挿入し良好な結果をみている。 YAG レー
ザー及び各種 stent は進行期肺癌患者の paliative








進行癌は外科的切除，早期癌は photdynamic therapy 






























した。 stage Iが32 例， stage E が3 例， stage E が4 例，
stage N が67 例であった。治療は放射線治療，手術，化
学療法が様々な組み合わせで行われていた。 5 年生存率
はstage I : 82 % , stage II : 81 % , stage 皿： 6%, stage 
N: 46% であった。 5年局所制御率は T 1 : 86%, T 2 : 
81%, T3: 79%, T4: 86% であった。頚部リンパ節
転移の有無による検討では初診時 NO 症例の 5年生存率






睡眠時無呼吸症候群（SAS ）は 中枢型（CSAS ）と
閉塞型（OSAS ）に大別されるが，臨床的に問題となる






(n-CPA ）を行ない有効であった OSAS の l例を経験




OSAS と診断した。治療として n-CPAP (lOmH20) 
を行ない，酸素飽和度低下指数（ODI : 4 %Sp02 低下
回数／時間）が64.2 から 12. 3, Mean Sp02 が81.4 から92.8
と改善，日中過眠や易疲労性も改善された。
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症例 1 は38 才の男性。主訴は睡眠時無呼吸，日中傾眠
傾向。身長163.0cm ，体重86. 6kg, BMI32. 5であり夜間
睡眠中ODI 4 % = 18. 6, lowestSpO 2 = 50% , SpO 2 
mean=91.4% であった。ポリソムノグラフィーにて閉
塞性睡眠時無呼吸症候群と診断された。症例 2 は54 才の
女性。主訴は睡眠時無呼吸。身長153.0cm ，体重68. 0kg, 
BMI32. 0であり夜間睡眠中 ODI 4 % =48. 2, lowestSpO 
2 =65%, SpO 2 mean 二 91.4% であった。ポリソムノ
グラブイーにて閉塞性睡眠時無呼吸症候群と診断された。
両者とも nasl CPAP により臨床症状，酸素飽和度の改
善傾向を認めた。この 2例の睡眠時無呼吸症候群を中心
















治療していたが， DLco の低下を認めるため， ICD 植え










る。今回我々は，腫場経約 1 cm の真の乳頭状肺腺癌の切
除例を経験したので報告する。症例は68 歳男性，近医の
胸部 X 線写真で異常影を指摘され，当科紹介，生検に













我々 は， 197. 4. ～198. 12. の聞に17 ～89 才（平均年
齢61. 4才）の67 例（男性36 例女性31 例）に対して72 回
の 3 dimensional CT angiorphy ( 3 D-CT A ）を行っ
た。 CT 撮影には TCT-X vison/GX を用い，肘静脈を
サーブロ針で確保し非イオン性造影剤90ml を毎秒 3ml
で急速静注した後 テープルスピード毎秒 2 m にて CT






























1 ）平均血中 testosterone 値は 分裂病者（低用量）＜
分裂病者（高用量）＜健常者の順に低く，分裂病者（低
用量）は健常者より有意に低かった（p<. 05 ）。
2 ）平均血中luteinizing hormne 及び、folicle-stimulating
hormne では，群聞に有意差は認めなかった。


















術後第 3 病日下大静脈造影でフィルターに捕捉された 2
























を検討した。【対象］ 1983 年 7 月から 198 年12 月までに
当科で施行された甲状腺乳頭癌の初回手術例195 例（全
摘： 40 例，亜全摘： 10 例，葉切除： 46 例，部分切除：
9例）を検討した。【結果】 1. 反回神経麻庫（一過性
も含む） ：全摘20% ，亜全摘 8 % ，葉切1% ，部分切除
0% であった。2. 上皮小体機能低下症（一過性も含む）：
全摘65% ，亜全摘10% ，葉切 2% ，部分切除 0% であっ
た。 3. 乳び漏：郭清例 (175 例）の3.4% に発生した0
4. その他：副神経麻庫，ホルネル症候群，横隔神経麻




13. Expresion of Corticpn-Relasig Hormone 
Mesnger Ribonucleic Acid in Human Pituitary 
Corticotrph Adenomas Asociated with Agresiv 
Potential 
Bing Xu. Toshiak Sano, Shoz Yamda, Akio Hino*, 
Chiunce Li, Hidehsa Horiguchi, and Singo Waktui 
First Department of Patholgy, The Universty of 
Tokushima Schol of Medicn : and * Departmen of 
Neurosgy, Toranomn Hospital 
The variability underlyig an agresive potential of 
the human pituitary corticotrph adenomas (HPCA) is 
little know. In this study, we demonstra that tumor 
exprsion of the corticotropin-relasing hormone (CRH) 
gen has a substantil role in the agresivnes of the 
HPCA. CRH mRNA transcripts wer demonstra on 
the parfin section by semiquantive in situ 
hybridzation (ISH) in 41 of 4 HPCA. including 25 of 26 
functionig corticotroph adenomas with Cushing ’s disease 
and 16 of 18 silent corticotrph adenoms. As a control. 
CRH mRNA transcript acumltion was absent or 
negliby low in lOnormal pituary glands (P= 
0.003). Furthemo, CRH mRN A signal intensity was 
linearly corelated with Ki-67 tumor growth fractions 
(y=0.704,P<0.01). Thes results indicate that expres-
sion of CRH gen is an importan factor asociated with 
agresivnes of HPCA. In adition, it also my be 
another evidnc to elucidate that ectopic hypotalmic 
relasing hormnes in pituitary adenomas play a crucial 
role in an agresive potential of thes tumors. 









［目的］我々は aspirin がアポリポ蛋白（a）〔apo (a ）〕
の転写活性を抑制し血中リポ蛋白（a) [Lp (a ）］濃度
を低下させることを報告してきた。本研究では aspirin
が高 Lp (a ）血症に及ぼす影響と apo (a ）アイソフォー
ムとの関連を検討した。【方法］心血管合併症を持つ57
例に aspirn8lmg ／日を投与し，血中 Lp (a ）濃度を免
疫比濁法， apo (a ）アイソフォームを imunoblt 法で
解析した。［結果］高 Lp (a ）血症（孟30mg/dl ）では投
与後に前値の約80% に低下した。小分子量の apo (a) 
アイソフォームを有する例では血中濃度の低下が著明な
例が多かった。［結論］小分子量の apo (a ）アイソフォー
ムは転写効率が高く mRNA 量が多いと考えられ，この









製剤の溶出挙動を 3 種のジェネリック医薬品（製剤 A,
B, C）で観察し，先発品ユーエフティとの同等性を調















平成10 年度医学科 4 年生91 名を対象に平成10 年 7月か









94.4% 」，「医師の態度・感性95. 6%J 等の 7 項目で、高かっ
た。一方，「同級生との議論57. 8%J の評価が低く，最
近の学生の傾向が示唆された。
17. 3世代の家系図解析による Y 染色体の生き残り状
況 -4 年生人類遺伝学実習より一
李 周遠，古川千幸（ 4 年），深田育代（ 4 年），
黒木陽子，新家利一，中村秀喜，中堀 豊 （徳
島大公衆衛生）
性染色体の構成は男性が XY であり，女性は x で
ある。ヒトの性は父親から X 染色体をもらう （すなわ
ち， X 染色体をもった精子が受精する）か， Y 染色体を
もらう（Y 精子が受精する）かによって決まる。これを



































回， FAS ラットを作製し，胎生21 日齢で大脳の観察を
行ったところ，ほとんどの FAS ラットで，大脳軟膜直
下に異所性細胞塊あるいは皮質表層から深層に及ぶ深い
溝を認めた口抗 microtuble asociated protein 1 b (MAP 
1 b）抗体を用いた免疫染色では 不規則な走行を示す
MAPl b 陽性の神経突起が認められた。また，軟膜下
異所性細胞塊内に MAP 1 b 陽性の神経突起が観察され
た。以上より， FAS の中枢神経系の異常は，神経細胞
の移動障害による可能性も考えられる。










とDL の小脳では一部のプルキンエ細胞で TH 発現異常
が認められ， TH 陽性細胞の分布は帯状を示した。 RMN
























り誘導されるラット大腸の Aberant Crypt Foci (ACF, 
前癌病変）の生成に対する胆汁酸の影響を調べた。その
結果，ヒトに存在する胆汁酸の内，ケノデオキシコール
酸（CDCA ）は ACF 生成を促進し，コール酸（CA)
とリトコール酸化CA ）では不変 デオキシコール酸
(DCA ）とウルソデオキシコール酸（UDCA ）は抑制し
た。 DCA の抑制効果は用量により促進効果も示すこと
も確かめた。このことについて現在 apotosi の役割を
＋食言す中である。
司E
